
『鶴見和子の着物の部屋』

オープン記念イベント開催

上州 自由 絹の道
会場：女性村ねぎぼうず館

（群馬県甘楽郡下仁田町西野牧 ）

年 月 日（土）午後 時から 時半まで

（ご自由にご質問ください）

明治時代から昭和戦前まで、日本の近代化を支える重要な

産業であった「絹」。

その絹で織られた着物を愛してやまなかった国際的社会

学者・鶴見和子さんの着物が、ねぎぼうず館にやってきま

した。その鶴見和子さんの人・学問・道楽のお話を三人の

方からお聞きし、是非 展示されたお着物を見学下さい。

お話

〇「鶴見和子とは何者か」 藤原良雄 （藤原書店社主）

日本の近代化に偉大な足跡を遺した政治家、後藤新平を祖父に持つ鶴見和子の実像を語る。

〇「鶴見和子と和文化」 笠井賢一 （演出家）

日本の能などの伝統芸能やせかいの古典劇とのコラボの演出家として活躍する笠井が、

鶴見和子の着物をどう感じているか

〇「着物伝道師として絹文化から学ぶもの」 中谷比佐子 （着物文化研究家）

着物の良さ大切さを伝えることは、日本人の誇り、喜びであり、無くしてはならない文化では？

【お問合せ】 法人日本子守唄協会
〒 東京都葛飾区高砂 三浦ビル 階

： ：
： ：

【参加申し込み】

出席ご希望の方は電話・ ・ にて、下記お問合せ先へお申込みください。

お名前・ご住所・電話番号・出席人数の明記をお願いします。

主催：女性村ねぎぼうず館 協賛：長谷川トラストグループ株式会社


